
仙台・宮城の未来のために 政宗公に招かれ移り住んだ仙台で、銅文化を育み続ける

　
旧
奥
州
街
道
沿
い
の
柳
町
に
本
店
を
構
え
る
タ
ゼ
ン
の

歴
史
は
、さ
か
の
ぼ
る
こ
と
４
２
７
年
前
、大
阪
出
身
の

祖
先
が
伊
達
政
宗
公
と
出
会
い
、招
か
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
。仙
台
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
、こ
の
地
で
銅
の
文
化
を

育
ん
で
き
た
タ
ゼ
ン
の
来
し
方
を
た
ど
り
、「
も
し
も
、政

宗
公
が
い
な
か
っ
た
ら
？
」の
答
え
を
探
し
て
み
た
。

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
刀
の
金
具
や
寺
社
仏

閣
の
飾
り
金
具
を
作
る
御
飾
職
に
任
じ
ら
れ

た
ほ
か
、
土
地
と
名
字
も
与
え
ら
れ
た
。
タ

ゼ
ン
に
は
「『
好
き
な
だ
け
土
地
を
や
る
』

と
言
わ
れ
た
善
蔵
が
『
広
す
ぎ
る
と
掃
除
に

困
る
の
で
猫
の
額
ほ
ど
の
土
地
で
十
分
』
と

答
え
た
こ
と
で
政
宗
公
に
気
に
入
ら
れ
、
柳

町
の
土
地
と
『
田
中
』
と
い
う
名
字
を
拝
領

し
た
」
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

以
後
、「
田
中
善
蔵
」
に
ち
な
ん
で
屋
号
を
「
田

善
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

時
は
戦
国
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
治
め
、

桃
山
文
化
が
花
開
い
た
時
代
の
こ
と
。
京
都
、

大
阪
周
辺
の
田
中
と
い
う
集
落
に
生
ま
れ
た

タ
ゼ
ン
の
初
代
・
善
蔵
は
、
銅
を
使
っ
た
飾

り
金
具
な
ど
を
作
る
「
御
銅
師
」
と
し
て
腕

を
振
る
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
善
蔵
の
運
命
を
変
え
る
出
来
事
が

起
こ
っ
た
の
は
、
１
５
９
６
年
（
慶
長
元
年
）

の
こ
と
。
慶
長
伏
見
地
震
に
よ
り
伏
見
城
が

倒
壊
。
秀
吉
は
、
す
ぐ
さ
ま
大
名
た
ち
に
修

復
を
命
じ
た
。
そ
の
一
人
が
政
宗
公
だ
っ
た
。

修
復
工
事
で
善
蔵
と
出
会
っ
た
政
宗
公
は
、

そ
の
腕
を
見
込
ん
で
自
ら
の
領
地
へ
と
善
蔵

を
招
い
た
。
善
蔵
は
ま
ず
岩
出
山
に
移
り
、

そ
の
後
、
居
城
が
移
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て

仙
台
へ
と
移
り
住
ん
だ
。

　

仙
台
城
の
飾
り
金
具
を
作
っ
た
善
蔵
は
そ

　

政
宗
公
の
国
づ
く
り
が
一
段
落
す
る
と
、

田
善
は
仙
台
藩
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
一
方

で
、
庶
民
の
生
活
に
も
深
く
関
わ
る
よ
う
に

な
る
。
や
か
ん
、
銅
壺
（
酒
の
燗
な
ど
を
す

る
道
具
）、
菓
子
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
銅
鍋

な
ど
に
も
手
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
、
田
善
の
仕
事
は
一

変
す
る
。
東
北
帝
国
大
学
（
現
東
北
大
学
）

の
研
究
道
具
や
陸
軍
第
二
師
団
の
銅
製
品
を

手
掛
け
る
一
方
で
、
ボ
イ
ラ
ー
の
製
造
を
始

め
た
。
そ
の
後
、
火
災
や
戦
災
と
い
っ
た
困

難
に
遭
い
な
が
ら
も
、
循
環
式
風
呂
釡
の
開

発
、
銅
壺
類
、
製
菓
道
具
類
の
製
造
を
続
け

た
田
善
は
、
現
在
、
住
宅
関
係
の
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
「
火
と
水
」
に
関
わ
る
総
合
商
社
「
タ

ゼ
ン
」
と
し
て
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

　

「
政
宗
公
が
い
な
か
っ
た
ら
？
」
と
い
う

問
い
を
、
タ
ゼ
ン
の
御
銅
師
・
田
中
善
さ
ん

に
投
げ
か
け
て
み
た
。
答
え
は
「
そ
れ
で
も

善
蔵
は
仙
台
に
来
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

だ
っ
た
。

　

熱
、
情
報
を
伝
え
、
寺
社
仏
閣
に
お
い
て

は
人
の
願
い
を
天
に
伝
え
る
と
さ
れ
る
、「
伝

導
」
と
い
う
銅
の
本
質
を
捉
え
て
政
宗
公
は

善
蔵
を
招
い
た
の
だ
ろ
う
。
善
蔵
は
政
宗
公

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感
し
「
と
も
に
国
づ
く
り

を
す
る
」
と
い
う
気
概
で
こ
の
地
に
と
ど

ま
っ
た
。「
仙
台
と
い
う
土
地
に
何
か
を
感

じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
も
し
政
宗

公
が
い
な
く
て
も
、
善
蔵
は
自
ら
仙
台
に
来

て
、
こ
こ
で
職
人
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
田
中
さ
ん

は
考
え
て
い
る
。

タゼンの17代18代が「伊達政宗公生誕400年」を記念し瑞鳳殿に大香炉を奉納。田中善さんは、その「蓋」に取り付ける
「擬宝珠（ぎぼうしゅ）」の製作を続けている。伊達家とタゼンのつながりを象徴する大切な作品だ

靴と銅がコラボする
展覧会は仙台市内でも
６月に開催予定

本店ショールーム。タゼンは「火と水」に関わる総合商社として、
仙台市内に５店舗を構える

「職人商人」の家訓のもと、銅文化を発信

株式会社タゼン 副社長
御銅師 田中　善さん

銅でつながるプロジェクトを展開
　タゼンの本質である銅を大切にしたいと考え、15歳で職人に弟子入りし、20歳で工房を構えまし
た。柳町を選んだのは、先祖が政宗公から拝領した場所で仕事をしたかったからです。御銅師として、
ものづくりの根底にあるのは、「誰も見たことがないものを創りたい」という思い。特に意識している訳
ではありませんが、作品を見た方から「政宗公の進取の気風や美意識に通じるものを感じる」と言わ
れることがあります。うれしいですね。これからも当家に伝わる「職人商人たれ」という家訓に従い、オ
リジナルブランド「仙臺銅壺」のような銅製品を生み出しつつ、銅の魅力と文化を広く発信していきた
いと考えています。

　せり鍋や日本酒といった仙台名物と、銅の技を組み合わせた
「仙臺銅壺」シリーズの製作など、タゼンは現在、「銅」をキー
ワードとする多彩なプロジェクトに取り組んでいる。先日シンガ
ポールで開催された、靴職人・三澤則行さん（宮城県出身）との
展覧会もその一つ。「伊達政宗」をテーマとす
る展示やワークショップを行うことで、仙台で
育まれた銅の魅力を世界に発信している。

政
宗
公
に
招
か
れ

御
銅
師
と
し
て
仙
台
へ

時
代
の
変
化
を
見
据
え

庶
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

お
ん
あ
か
が
ね

お
か
ざ
り

ど
う
こ

せんだいどうこ

それでも、仙台で職人の道を歩んでいた!? “伊達の気概”
ここにあり～ ～

伊達政宗公騎馬像帰還記念企画
その
壱もしも、政宗公がいなかったら…？

VOICE TOPIC

タゼンの銅の技を生
かした「仙臺銅壺
（せんだいどうこ）」。
時間とともに変化す
る風合いも魅力
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タゼン


